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1. まえがき

爆風のピーク圧力やインJl'ルスの絶対伍を橋掛 こ洞

定するには,ビェゾ圧力計,ストレンゲージ型指圧計

などを蛮するが,野外突放で多点湘定を行なう場合,

あるいはこれら計半の使用が四位な場所においては,

金属蒋板プラストメーター,とくに鉛板プラストメー

ターが便利に使用されている｡このプラストメーター

の構造は Fjg.1および Fig.2(a),(b),(C)】に示

す通りである｡Fig.2の (a)と (b)は,それぞれ

受正面径 50mm と 30mm の普通の型式のもので,

それぞれ測定圧力範囲が願定されている｡これらに対

し(C)は】個のプラストメーターで両横の異なる多数

佃の受圧面を仰えるようにし,より高圧側-の軸定恭

助をhZ:げた新紋計の多孔型プラストメーターである｡
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梅7丁目38 しかし,このようなプラストメーターで

は,爆風を受けて生じた Fig.3の如き金属板

のふくらみがど-ク圧に対応しているのか,インパルス

に対応しているのか明地でないという閃増LH)のほ

かに,軸定位の/,'ラツキも大きいといわれている

｡筋-の問題は同相撃波による動圧較正IH)によっ

てある牡鹿解明されるが,荊定住バラツキの

原因は.金夙板のふくらみが過大または過小のときは,荷苑と軸性変形とのmの相関に信頼性が低いこと

,さらにふくらみの測定に個人差が入りやすいことなどに榊せられる｡.I
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lateLeisingerl)は紋や鉛箔の如

き雑膜を孤々の荘径の孔をあけた金属坂上に破って,

これが爆風を受けて碇裂する庇小孔径で畑凪正を攻め

る型式のプラストメーターについて述べている｡この

方法は,蒋膜の材質,好さおよび孔径を適当に選定

することによって,きわめて広範囲の畑凪庄約定に適

用できると考えられ,しかも測定の但人並は皆無とみ

なされるが,持膜材質の均質性に問魅があり,結果の

再現性に疑問が もたれる｡また.得られる伍が段階的であ

る点はやむを得ない｡この点は,各孔の孔径蓮

をできるだけ小さくして孔散を多くすることにより,

かなり解決されようが,孔径差を稗小にしてなおか

つ投くるいたく叔JJ､破裂孔径を求め得るか否かに

ついても疑問が生ずる｡そこで先ず二,三の異なる材質の蒋旗を用い

て本型式のプラストメーターによる油定住 の再現性 を砲かめ.果し

て実用可俵か否かを放肘することを主目的として実験

を始めたので,これまでの結果を報告する｡2. 典故方法

Leisingerは径 1.2-30.0mm の )8

孔を有する多孔板を使用したが,これは非館に大型で取扱い難いの

で,
本実験ではFig.4の
如き
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Fig.4 BurstingmembranCebhstme
terusedintheexperiments 持味としては,LeiSingerは

好さ 0.08.mm と0.2mm の耗および 0.1mtn

の鉛箔を用い,群は湿度の蹄 を受けるため好ましくない

と述べているので,本英数では厚さ0.01mm の

スズ箔とアルミニウム箔とを主とし,参考として0.

1mmの鉛箔を用いてみた｡3. 乗鉄棒具および

考察3.1 再現性の輸肘再現性を検討する

ための予備実験として,スズ箔を厚さ各 4mm の多孔板問

に挟んで固定したプラストメーターを爆薬の直下

1m の距離 に慣いて博雅を起爆したときに持味の破裂する7t.径をしらべた｡破裂孔径を×印で示せば TAblelの通りである｡T&ble1 RcsulloEpreliminarytestwith ab
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このように7回の共助中1回だけl段のくるいが生

じたのみで再現性のよい緒巣を稗た
｡
3.
2上板の厚さの形¢
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厚さ0
.
1mmの鉛箔についても試みたが,
Leisinger

の結果と比較すると若干の相違がみられる｡この
相違

は,
同税材質
,
同厚であっても製法 の速い

,ならびに較正法の異なることによるものと思われる

｡これに反し.厚さ

0.01mm のスズ箔の枚正成はアルミニウム箔のそ

れとほとんど差異がない｡これは使用した

スズ箔とアルミニウム箔とについて実軸した破38

裂に関する物理的性質の伍が次のようにほぼ等しいこ

とから当漆であ8.また後述の爽散例で両者について最小破裂孔径

がほとんど同じであることからも故落される｡衝

撃による押膿の破域について理曲的に取扱ったものは見

当らないが,静的荷盤の場合には,周最固定のきわめ

て好い円板に対しては,叔大たわみ Bは8=o･6

62a僻で与えられている｡ここに qはJti位長

当 りの荷瓜aは円板の半径.Eはヤング率,Aは

好さである｡衝撃波により伸膜が弛く裂ける場合に

は,破断はたわみに無関係

であろうが,痕小破裂孔径というような極限において

は.この叔大たわみ Gがある限界 を超えたとき破断が起るとみなしても糞支

えないものと思われる｡すなわち.破断取掛 こおける

たわみ BEとaとの比を一定と希えれば,GJ

a=0･662VqTW =constよっ

て,一定の材質と塀さの沖膜についてはqa=c

onst=Kここで gを爆風正 とみなせば.叔′ト破裂孔径

は燥風圧に反比例する｡したがって較正

曲線は直角双観の形をとることになる｡肋圧に対して

上紀の関係をそのまま迫用することには疑問があるが,衝撃

波管による故正位からも.またLeisingerの求めたものから

も直角双軽線に近い較正曲線が得られる｡

なお,アルミニウム箔を2枚および4枚盃ねた場合には,

Fig.6の如 く大体において枚数に比例した,し

たがって理由通り全作としての厚さに比例した結果が得ら

れた｡3.4 特損ダイナマイトについての尭験

特桐ダイナマイト100-300gを

球形にして中心慮燥し,スズ,アルミニウムおよび鉛

苗を用いて Fig･7のような配既で燥風圧を測定

した結果は Table)の通りである｡従来の鉛板プラストメーター
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このプラス

トメーターによる約定伍は.全体を通じて鉛戟プラス

トメーターによる伍よりも高くなっていYol.2l.Nhん1945 る｡いずれがより適切な班であるかは将

来の研究にまたなくではならない｡4. あ とが き

以上のような結果を符たが,投解約には大型爆発英

験などで共用性を判定することが肝変である｡そのた

め Fig.2(d)の如き蒋膜破裂型プラストメ

ーターを設計準備してい

る｡また爆薬が空中や地上で爆死した場合と衝撃波管

の掛合とでは研帝政の形状や湘定条件がやや異なるの

で,実際に爆薬について他の椅蕗沢定計韓との組み合

わせ実験を行ない,故正位に修正を施すことも必要で

あろう｡なお,衝撃波管による故正にあたっては当

畝壷の米田田昭氏の協力を科た
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Ale88tLreTrLemtOfBustWAYePreB8tLrewithBtLr8tingMemb&nceBl舶tmeter

byKazum且SaOkn2;akiandTakeru Yanagizawa

TherearemanytypesoEblastmeterformeasuringthestrength OEblastwave

inducedbyanexplosivecharge.

Hereisdiscussed.anewtypeofblaStmeterWhichcartbemeasuredthepeak

pressureofblastwaveintermsofminimum burstholediameter ltisabursdng

membranceblastmeterasshowninFig.4andhasthinmembrancesuchastin foil,
aluminumfoilorleadfoiltoberupturedbyblastwave.

Through thepreliminarytest,avAihbilityoEtheblastmeterwasconArmed to

someextent. Thenthecalibrationcurvesforaluminum foilandleadfoilweredet-

erminedbymeansofshocktubemethod.

AseriesofexperimentshadbeencarriedoutwiththisblastmeterEormeasuring

theblastwavepressurefromasphericalchargeoEdynamitewhichwassuspendedin

airandinitiatedatthecenterofcharge.TheresultsarcgiveninTable3.

1tisnecessarytocalibratetheblaStmeterwithpracticalblastwaveEroman explosive

clmrge.Fig.2(d)showsthecon晦urationoEaburstingmembrAnCeblastmeterwhich

wasdesignedforroutinetests.ItwillalsobesuitableEorlargescaleexperiments.
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フランスはⅡybridRocketを発射

6月に)発中の )発を発射 した｡モーターは地上

テス トと全 く同 じように作動した｡32秒閃燃焼し,

推力は 5-1に変化させた｡payloadllLb,捻成長

170秒,高度 43mi.酸化剤は加圧液状酸化剤,燃料

はゴム基材の固体推薬を用いた｡敢化洞は自然に出

るガス庄によりタンクから供給されなんら調節装定

は用いられていない｡

(Missiles皮RocketsAugust16,1965p.2))

スエーITl-ンも EybridRocketを発射

SVENSKFLYGMOTOR が HR-3F とい う

HybridRocketを Karlsborgで発射した｡発煙研

態 と固体燃料の自然点火系である｡

(Missiles& RocketsOctober18,1965p.42)

最も多い火薬類の生産

(英国化学工莱製品生産高)

英国商務省がこの程まとめた1959年から]963年ま

で5年間の英国化学工業剖晶の生産高推移によると

40

196!年の生産料 ま火薬 ･爆薬所が 26.9% と鹿も多

く次いで有扱化学品封の15%,蕪損化学品新の9.9

%,石けん洗剤の4.8%の朋 となっている｡また生

産摘欺く1958年を100とする)をみると63年は有挽 き

化学晶析が 191,プラスチック城料が )90,医薬品

新が 152,始料が 149と目立った伸びをみ せ て い

る｡英国化学工業斑晶の生産高推移は別衣の通 りで

ある｡
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